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平成２４年１１月１4日(水)　　　司会：大谷地　寛子　　記録：高森　偉津子
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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

· 11/15（木）大石清志様10：00～16：00デイケア体験利用

· 若松千代治様～11/13（火）デイケア見学を行ったが、「集団がいや。デイケアを利用したく

ない。」と話し見学予定時間より早めに帰院されている。

· 利用者様満足度調査の結果報告で出された意見

· 制服を着用していない為、利用者との区別がつかない。⇒地域生活を送っている利用者様には普段の生活と同じ様に過ごして頂くためです。衣類の見本、着こなし等を参考にしていただければと考えています。

· トイレが臭い⇒毎日、清掃をしています。消臭剤が切れてる時があるので切らさない様に置きます。

· トイレに手洗い場が1ヶ所しかない⇒順番を守りひとりずつ使用して欲しいです。

· 言葉遣いが荒い。利用者対応に対し人により上げたり下げたりの対応が見られる⇒利用者様１人１人のその日の状態により対応を代えています。個々の症状に合わせコミュニケーションの一環として行っています。違和感のない様にこれからも行っていきます。

· 業者の社長が挨拶をしても無視をする⇒業者に対し挨拶をお願いします。

· 階段にヒビが入っている為、危ない⇒修繕場所を確認します。

· トイレと更衣室に消臭剤がない⇒消臭剤を置きます。

＜事例＞

清水　秋男様　　Ｓ25.10.30生（62）　　　　統合失調症　　　　

利用日：Ｈ23.10.6～

1982年 汐入病院　詳細不明

1983年 青南病院　入院

1998年 青南病院　退院　　　青風荘入所

2011年　4/16　青南病院へ再入院

長期目標　病状安定し単身生活したい。

中期目標　①病状悪化に自分から気が付けるようになる。

②社会資源を活用した生活を送る。

短期目標　①ストレスを溜めないように自分の思いを他者へ伝えれるようになる。

②運動時は体を大きく動かし、卓球を行いながら体力作りに努める。

③社会的マナーを身に付ける。

治療計画　①自ら話し掛ける事が苦手である為、毎日声掛けを行い、本人の思いやストレスについて確認する。

②運動時、動きが小さい場合は声掛けして大きく動かすように促す。

③社会的マナーに欠けている時（大あくび、痰を吐く、くしゃみ・咳、入れ歯を舐めるなど）は本人にそのつど伝え、マナーについて振り返りを行う。

クライシスプラン（緊急時の対応）
①本人の自覚できる症状悪化のサイン

· 急に頭がボーっとなる⇒本人からの訴えが聞かれたら適宜に休んで休養を促す。本人の思いやストレスなどの訴えを傾聴し、青明舎に情報提供をする。

· 人の話が聞けなくなる⇒本人の様子をみて声掛けしていく。訴えや相談があった場合、具体的に話を傾聴し、青明舎に連絡。必要に応じて病院に相談するよう支援する。

・薬を間違えて飲んだり薬を飲む事を忘れる⇒外来時に情報提供をする。青明舎に連絡をする。

②今後予測されるサイン

・具合が悪くて、デイナイトケアを休む。（熱がある、風邪を引いたなど）⇒本人から連絡を受けたら、休む理由について確認。身体面での不調の時は青明舎へ情報提供する。必要に応じて、内科の病院受診を勧めていく。

・用事があって、デイナイトケアを休む。（実家に行く、銀行の用事を済ませるなど）⇒本人から

連絡を受けたら、休む理由について確認。次の通所する日付の確認をする。

・病院に行きたくない。外に出たくない。何もしたくない。日課が面倒だ。⇒本人から話を聞いたり、状態を把握しつつ、青明舎に連絡。
③これまでにあった病状悪化のサイン

・死にたい

・幻視がある

④スタッフから見て病状悪化を感じるサイン

・人から離れ、一人で過ごす事が多く見られる

・プログラム中に居眠りする事が多い。

・ぼんやりした表情、生あくび、発言する際の内容や口調

・通所時：デイナイトケアにて日課の乱れがある。（容姿の乱れなど）

　　　　　　　　　　　　　　↓

利用時には本人の発言以外にも、本人の様子・行動の観察を行い、必要に応じて声をかけていく。客観的に見えてる本人の状態を伝え、調子について訊ねる。同時に本人に自覚させていく。また、青明舎に情報提供を行なう。

※退所までに確認する事。身に付けて欲しい事。

· 食事：問題無く行っている。休日には外食を楽しんでいる。

· 金銭：浪費無く、貯蓄ある。

· 身だしなみ：定期的に入浴し清潔に心掛けている。

· 服薬：飲みわすれがある。訪問看護に情報提供を依頼する

· 社会的マナー：排便時、トイレにて大声で唸る事を指摘し、改善していただく。

＜通所利用者様情報＞

・田中　一様～昼食が終了し片付けをしていると、本人が避けている利用者様が同じ流し台を使う事に対して食器を大きな音を立てて置いたり、布巾をテーブルに投げつけている。相手の利用者様に対し露骨に嫌な態度をとっている。

＜外来情報＞

・本多　富美　様～飲酒していない。

・大久保　康弘様～冴えないが気にならない。

・大下　良悦　様～風邪薬を希望している。

＜勉強会＞

防災について

１．意義

災害時、利用者様の生命を守る為、各スタッフが冷静に対応することが求められる。各スタッフは、①火災報知器で出火場所の確認②出火場所を探し火災現場の状況確認③初期消火④消防通報⑤施設内への通報⑥区画形成⑦利用者様の避難誘導と残留者の確認⑧人員確認⑨防火管理者への報告を行なわなければならない。

２．目的

利用者様の生命の安全を図る。

３．災害発生時（火災）の行動

	１．出火場所の確認　　　　　火災報知盤で知る

	２．出火現場の確認　　　　　出火現場を探し状況確認

	３．初期消火　　　　　　　　 　消火器使用

	４．消防通報　　　　　　　　　 火災報知装置かPHS使用

	５．施設内への通報　　　　  放送機使用

	６．区画形成

	７．利用者様の避難誘導と残留者なしの確認

	８．人員確認

	９．防火管理者への報告（１７時以降はチーフ）


■青陽館　緊急行動の手引き

１．出火場所の確認

火災警報機の警報音を聞いたら「出火場所の確認」。

①自動火災報知設備の受信機のある１階スタッフルームに駆けつける。

②受信機の火災報知器連動操作盤の明かりがついているところを探し、警戒

区域図面と合わせて見て出火場所を確認する（指差し呼称２回）。

※スタッフの内１人（ＤＣリーダーかＮＣリーダー）が、各スタッフにどのような順路で出火場所を探すよう指示する。
２．出火現場の確認

消火器を持って、出火場所へ急行する。

※出火場所を見つけたスタッフは、「○○が火事だ。○○から避難して下さい。」「○○が火事だ。○○から避難して下さい。」と、他者に聞こえるよう大声で出火場所と避難方法を叫び利用者様のところに戻るスタッフと、初期消火を行うスタッフに分かれる。また、館内放送を使用し、全員に火災である事を周知する。

３．初期消火

現場確認の時に消火器によって行う。

※事前に消火器の使い方を熟知しておくこと。

消火できれば終了。消火できなければ、「初期消火失敗」と声を出して言い、

すぐ「消防機関への通報」などの行動に入る。

４．消防機関への通報

消火器での消火がうまく出来なかった場合、直ちに火災発生を消防機関に通報し（通報例文を利用）、SGM（不在時は、JGMかその日のリーダー）に連絡。
報告を受けたSGM（不在時は、JGMかその日のリーダー）は、防火管理者とAOMへ連絡。

１７時以降はチーフへ報告。
※この通報時に警戒音を停止する（音響停止スイッチの音響、地区音響の赤い２個のスイッチを押す）。
※事前に音響停止スイッチを連動操作盤の実物で操作してみておくこと。消防機関（１１９）へは火災報知装置を使用するか、PHSで「００１１９」をダイヤルすれば通じる。
※事前に火災報知器装置の使い方を熟知しておくこと。

５．施設内部への情報伝達

次に施設内に火災の状態、避難の仕方、避難先を放送する。通報例文を利用し３回以上繰り返すこと。

６．区画形成

防火区画形成のため、手動で防火扉を閉める。（防火扉：各階の階段のドア、外部との通用口）

※「出火場所の確認」「消防通報」「施設内部への情報伝達」などは１階スタッフルームで同時操作できる項目である。
７．利用者の避難誘導と残留者なしの確認

各階とも下記の①か②のルートで避難する。
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①内部の段階から１階に降り　　　　　１階喫煙所隣の非常口から戸外に避難する

正面玄関から戸外に避難する

浴室側非常口から戸外に避難する

②浴室側の非常口から外階段を使用し１階に降り避難する

※各室、残留者がないか確認しながら利用者を誘導し残留者のいないことを確認する。
※使用者の名簿を（夜間は懐中電灯も）携帯するのを忘れないように。
※１階喫煙所隣の非常口と３階非常口は、取っ手のプラスチックカバーを捻り破損し、中鍵を外して開く。これは現場で事前に確認しておくこと。
８．人員確認

戸外に誘導した利用者を安全な場所に誘導し、人員の確認をする。この時、欠員があれば、名簿で欠員者氏名を確認し、捜索する。

９．報告

①避難場所人員を確認しSGM（不在時は、JGMかその日のリーダー）へ伝える。

②報告を受けたSGM（不在時は、JGMかその日のリーダー）は防火管理者とAOMへ報告する。１７時以降はチーフへ報告。

■青陽館について

住　　所：八戸市田面木字赤坂３５－６８

電話番号：０１７８－２７－２０１６

説　　明：「国道１０４号、八戸自動車道の出入口角の青南病院の上方です」

■チェック表

	行　　動
	実　施
	時　間

	出火場所確認（指差し呼称２回）
	した　　しない
	分　秒後

	出火現場確認に向かう
	　した　　しない
	分　秒後

	初期消火開始
	　した　　しない
	分　秒後

	初期消火終了
	　した　　しない
	分　秒後

	消防機関への通報
	　した　　しない
	分　秒後

	施設内部への情報伝達
	　した　　しない
	分　秒後

	区画形成終了（１階）
	　した　　しない
	分　秒後

	　　　　　★（２階）
	　した　　しない
	分　秒後

	避難誘導開始（１階）
	した　　しない
	分　秒後

	　　　　　★（２階）
	　した　　しない
	分　秒後

	避難誘導完了（１階）
	した　　しない
	分　秒後

	　　　　　★（２階）
	した　　しない
	分　秒後

	残留者なしの確認完了　　　（１階）
	した　　しない
	分　秒後

	　　　　　　　　　　　　★（２階）
	した　　しない
	分　秒後

	確認した部屋はドアを閉める（１階）
	　した　　しない
	

	　　　　　　　　　　　　★（２階）
	した　　しない
	

	人員確認完了　　　　　　　（デイケア）
	　した　　しない
	分　秒後

	　　　　　　　　　　　　★（デイナイトケア）
	　した　　しない
	分　秒後

	防火管理者へ報告
	　した　　しない
	分　秒後

	避難訓練終了
	　した　　しない
	分　秒後


· 各階１名ずつチェック表を記載する。

２階チェック担当は、★箇所のみチェックする。

＜防災対策行動チェック項目＞
	１．防災組織図（役割）を把握しているか
	はい
	いいえ

	２．施設構造、防火装置設置状況を把握しているか
	はい
	いいえ

	３．当日の人員総数を把握しているか
	はい
	いいえ

	４．火災報知器連動盤を見て、出火場所（階層）を確認できるか
	はい
	いいえ

	５．警戒音を止めることができるか
	はい
	いいえ

	６．消火器の設置場所を把握しているか
	はい
	いいえ

	７．消火器の操作ができるか
	はい
	いいえ

	８．避難経路を把握しているか
	はい
	いいえ

	９．出火場所に応じて、避難経路を選択できるか
	はい
	いいえ

	１０．とっさに判断し、スタッフに役割指示を行うことができるか
	はい
	いいえ

	１１．リーダーの指示通りに動くことができるか
	はい
	いいえ

	１２．名簿表を持って避難を行うことができるか
	はい
	いいえ

	１３．利用者様に、待機・誘導の声かけを行うことができるか
	はい
	いいえ

	１４．避難誘導時、利用者様へ気配りができるか
	はい
	いいえ

	１５．通報を行うことができるか
	はい
	いいえ

	１６．館内放送を行うことができるか
	はい
	いいえ

	１７．区画形成ができるか
	はい
	いいえ

	１８．声の大きさは充分か
	はい
	いいえ

	１９．スタッフ間の情報共有はできているか
	はい
	いいえ

	２０．ＳＧＭ、ＡＯＭ、ＩＯＯ、防火管理者への報告はできるか
	はい
	いいえ


